
 

  アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ 

  No.178/2021 年 11 月 

--------------------------------------------------------------------------------  

「アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ」第178号をお届けします． 

 

【１】 一種研開催報告 

◆概要 

一種研が11月10日～12日に開催されました．コロナ感染状況が落ち着き，今回はNBC別館（長

崎）を現地会場とするハイブリッド形態で開催することができました（写真１）．今回は，無線

通信システム研究会（RCS）と併催であり，A・P/RCS研特集セッション，A・P研チュートリアル

講演，ISAP JSC / A・P研 特別講演，IEEE AP-S Fukuoka Chapter特別講演を含め54件の講演が

ありました．今回のA・P/RCS研特集セッションは「Beyond 5G/6Gに向けた新領域を開拓する無

線通信技術」をテーマとし，無線電力伝送，MIMOシステム制御などの視点で10件の依頼講演が

実施されました．特に京都大学の篠原真毅先生の招待講演では，ビーム空間伝送型ワイヤレス

電力伝送に関する国内外の制度化状況を含めた最新動向および将来展望を講演いただきました． 

A・P研チュートリアル講演では電気興業(株)の大島一郎氏より，世代ごとの基地局アンテナ

の変遷，ならびに，今後のエリア拡張・補完技術として，分散アンテナシステム，RFレピータシ

ステム，メタサーフェス反射板等について紹介いただきました．ISAP JSC / A・P研 特別講演

では，法政大学名誉教授の中野久松先生よ

り，ヨーロッパ連合アンテナ伝搬機構・アン

テナ賞受賞を記念して講演いただきました

（写真２）．「自然系・超自然系アンテナ」と

いうタイトルで， 150年にわたるアンテナ研

究の流れと，ヘリカルアンテナ，スパイラル

アンテナを中心に中野先生の膨大な研究成

果の一部を紹介いただきました． 

IEEE AP-S Fukuoka Chapter特別講演では

仁川大学校（韓国）のSungtek Kahng先生よ

り5G用アンテナに適した近傍電磁界測定技

術について講演いただきました．新開発のプ

ローブやアレーアンテナを用いた電力密度

測定について，実験および解析の両方のアプ

ローチを紹介いただきました． 

今回のハイブリッド研究会の現地参加者

は，A・P研，RCS研合わせて52名，A・P研だけ

でも33名と大盛況でした．さらに，Web参加

者は99名であり，現地に来られなかった多く

の方々にも参加いただきました．ただ，たく

さんの方に現地で参加いただいたのにもか

からず，公式な懇親会ができなかったのは残

念です． 

 

【２】針尾送信所見学（A・P研アンテナの歴史委員会主催） 

2021年11月13日（A・P研翌日）に長崎県佐世保市の針尾送信所見学会が開催され11名が参加

しました（写真３）．1922年に建設され長波送信用として運用されましたが，現在ではアンテナ

は残されていません．長波を送信するための高さ136mの巨塔が3つ残されており，当時の巨大な

写真 1 ハイブリッド開催長崎現地会場 

 

写真２ 中野先生のアンテナ賞受賞記念講演 



アンテナを彷彿させられました．また，高周

波発電機が設定されていた建物の中も見学

させていただきました．建物内外ともに傷み

がひどく，長い歴史を感じされられました．

ただし，2016年に日本遺産に認定されて，今

後，当時の様子を復元していくそうです．そ

の一環として，小さいアンテナも設置される

計画だそうですから，その復元後に再度訪れ

たいと参加者の間では話していました．  

 

【３】MJWRT2022投稿のご案内 

（締め切りが延長されました） 

A・P研海外二種研として，MJWRT2022

（THE 2022 MALAYSIA-JAPAN WORKSHOP ON 

RADIO TECHNOLOGY）が下記の要領で開催されます．オンラインで開催され，発表，聴講いずれ

も無料でご参加いただけます．皆様，ふるってご投稿下さい． 

会期：2022年1月11日（火）〜1月12日（水） 

会場：オンライン 

発表申込み(英文アブストラクト) 締切： 2021年11月30日（火） 

参加登録締切： 2021年12月31日（金） 

詳細は下記を参照ください．

www.ieice.org/cs/ap/event/adhoc_meetings/overseas/mjwrt2022/ 

 

【４】 副委員長の戯言 

◆久しぶりの出張に戸惑いました． 

第一種研究会の現地会場を設定し，ハイブリッド開催できたのは今年4月の城崎開催以来半年

ぶりです．前号の「AP研からのお知らせ」で，“対面で出来るのはもうすぐですね”と書きまし

たが，こんなに急激に感染者が激減するとは，1か月前までは予想していませんでした． 

連泊を伴う出張は久しぶりで，出張手続きのやり方や，持っていくものを思い出すのに苦労

しました．感染状況が落ち着いたおかげで，長崎では，昼だけでなく，夜も対面で楽しむことが

できました．ただ，あまり天気に恵まれず，開催期間中3日間とも，長崎はやっぱり雨でした． 

◆冬の味覚の季節です． 

15年ぶりに福井の蟹の話題です（No.11，2006年12月参照）．北陸に住んでいると，冬の味覚が

楽しみです．毎年11月6日は日本海のズワイガニ漁の解禁日です．翌日にはスーパーで大量の茹

で蟹が販売されます．我が家では，毎年の解禁日翌日に生のセイコガニを買ってきて自宅で茹

でて食べています．私が福井に移り住んだ頃は，雌のズワイガニ（福井ではセイコガニといい

ます）は，安いものは4杯で千円程度で売っていましたが，最近は，安いものでも一杯2千円しま

す．ちょっと高くなっていますが，皆さんも機会あればぜひ北陸へおいでください． 

 

〈問い合わせ先〉 

アンテナ・伝播研究専門委員会副委員長（6月より）  藤元美俊 （福井大学） 

E-mail：ap_ac-chair＠mail.ieice.org (AP研執行部のメールアドレス) 

AP-NET：AP研の最新情報を毎月メールにてお届けします!! 登録はAP研HPにて 

AP研HP：https://www.ieice.org/cs/ap/ 

 

写真３ 針尾送信所見学 


